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発表要領： 

【口頭発表】 

講演時間は一題 15 分（12 分講演、3 分質疑応答）です。PowerPoint を使用した形式で行います。

ファイルを USB メモリーに記録し受付にお持ちください。発表前に事務局で用意した PC にて動作確

認をお願いいたします。事務局では Windows 10 の PC を用意いたします。PowerPoint のバージョン

2016 を用意いたします。Mac での発表をご希望される方はご自分の PC と接続用のアダプターをご持

参ください。 

【ポスター発表】 

発表時間（コアタイム）は、18 日（土）の 14:00～16:00 です。ポスターの貼りだしは当日 9:00

から可能です。画鋲などは事務局で用意します。19 日（日）の 13:00 までに回収してください。残

されたポスターについては事務局で破棄します（情報漏洩防止処理はいたしかねます）。 

優秀発表者に対して、大会から賞を授与いたします。ポスター賞の授与式は 19 日（日）の総会に

て行います。19 日 10:30 までに、受賞者のポスターに受賞の旨を掲示します。確認の上、授与式に

ご参加願います。 

懇親会： 

18 日（土）に大会会場において行います。出し物として、沖縄国際大学・琉球芸能文学

研究会の皆様による演舞を予定しております。沖縄らしいお料理も準備しております。 

昼食： 

各自でおとりください。会場の周辺にお店、スーパー、コンビニがございます。 

大会会場へのアクセス: 

【那覇市内から】モノレール「県庁前」駅下車、徒歩 3分のバス停「県庁北口」から乗り

換え（所要時間 50 分～1時間、バス運賃 570～610 円）： 

・98 琉大線、110 長田具志川線 … バス停「沖縄国際大学前」下車 

・21 新都心具志川線、24 那覇大謝名線、27 屋慶名線、90 知花線… バス停「長田」

下車、徒歩 7分 

【那覇空港から】国内線旅客ターミナル前から バス 25 普天間空港線 （30～40 分間隔）

乗車、バス停「長田」下車、徒歩 7分（所要時間 80 分、運賃 610 円） 

【自動車】自家用車・レンタカーでお越しの方は、学生用駐車場に駐車ください。 

【タクシー】那覇市内から所要時間 40 分、運賃 2500 円。乗り合いでの利用がお奨めです。 

大会事務局連絡先： 

〒901-2701 沖縄県宜野湾市宜野湾二丁目 6番 1号 

沖縄国際大学経済学部 齋藤星耕 気付 

日本土壌動物学会第 42 回大会事務局 

Tel: 098-893-3937 Fax: 098-893-8934 Mobile: 090-6592-9216（齋藤） 

E-mail: jssz2019okinawa@gmail.com 
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一般講演（口頭） 

5 月 18 日（土） 10：15〜12：00 

時間 番号 発表者 演題 座長 

10：15-10:30 O-1 藤井佐織 ハビタットの異質性がトビムシ群集の機能の多様性を

高める: 枯死木分解実験サイトを用いた検証 

吉田智弘 
10:30-10:45 O-2 菱拓雄 環境・空間条件によるトビムシ群集のサイズ選択の地

域性 
10:45-11:00 O-3 長谷川元洋 ヒノキ人工林と落葉広葉樹林における土壌ブロックの

交換がトビムシ群集に与える効果-２年目の結果- 
11:00-11:15 O-4 吉田智弘 亜熱帯性湿地林の樹上部と林床における大型土壌動物

によるリター分解 

金田哲 

11:15-11:30 O-5 豊田鮎 ニホンイノシシの土壌生態系への依存度の季節変化 

11:30-11:45 O-6 葛西弘 奈良県春日山におけるシカ柵内外の土壌動物群集の差

異 
11:45-12:00 O-7 金子信博 シカの食害によって土壌の移動が生じている斜面にお

ける土壌動物群集と土壌環境の関係 
 

一般講演（口頭） 

5 月 18 日（土） 13：00〜14：00 

時間 番号 発表者 演題 座長 

13:00-13:15 O-8 松本直幸 樹状性エゾアヤトビムシの生活史とウロコの変化 

佐藤大樹 

13:15-13:30 O-9 吉野広軌  ヒメフナムシに寄生するセンチュウの発見 

13:30-13:45 O-10 中森泰三 殺虫菌スギエダタケとトビムシの相互作用の地理的な

違い 
13:45-14:00 O-11 柴田康平 ミミズの地表活動と月齢との関係 

 

ポスター講演（中高生） 

5 月 18 日（土）  14：00〜16：00 

番号 発表者 演題 

PS-1 脇村涼太郎 冬季に地中トラップで得られた節足動物群集 

PS-2 嶺井琉 沖縄本島で捕獲したサソリモドキの調査 

君はタイワンサソリモドキか？アマミサソリモドキか？  

PS-3 秀島徳亮・町田幸大・野原大夢・

知念晃治郎・桃原千太 

沖縄島南部海岸林(具志頭海岸林)のアリの生息状況調査 

PS-4 石井千啓・上地明斗・當山全翔 辺土名高校内のアリ相 IV 



ポスター講演（一般） 

5 月 18 日（土）  14：00〜16：00 

番号 発表者 演題 

P-1 佐藤大樹 ツクツクボウシタケの発生消長と宿主特異性について 

P-2 片岡万柚子・中森泰三 チビアミメイボトビムシに対するシロジクキモジホコリ変形体

の反応 

P-3 清水伸泰 コナダニ類における多機能フェロモン 

P-4 大平敦子・中森泰三・矢野倫子 キボシアオイボトビムシ類の体の配色と配色の異なる集団間の

遺伝的距離について 

P-5 田中草太・安藤麻里子・小嵐淳 福島原発事故後のミミズにおける放射性セシウムの動態と放

射性炭素同位体分析を応用した環境動態調査の可能性 

P-6 正角隆治・森岡一幸 長時間自動観察システムを用いたダンゴムシの移動特徴の分析 

P-7 Toru HAMAMOTO・ Meki CHIRWA・

Imasiku NYAMBE・Yoshitaka UCHIDA 

アフリカ・ザンビアの農地開発がもたらす土壌生物性と土壌肥沃

度の変化 

P-8 Toru HAMAMOTO・ Nhamo NHAMO・

Chikoye DAVID・Yoshitaka UCHIDA 

アフリカ・ザンビア農地土壌における土壌動物が炭素蓄積に及

ぼす影響 

P-9 伊藤崇浩・浅野亮樹・趙鉄軍・柴

田誠・千代恵佑・伊藤豊彰・山中

亮・阿部憲一 

リビングマルチを利用したナスの有機栽培における土壌線虫

群集 

P-10 重田竜耶・橋本みのり 落葉分解者の分類群の違いによる物質循環への貢献度の比較 

P-11 上平幸好 北海道本島における陸生貧毛類の種類相とその分布 

P-12 伊藤雅道・田村淳 神奈川県の森林地帯 3地域の大型陸生貧毛類相と未記載種 

P-13 藤本将徳・葛西弘・澤畠拓夫 博物館相当施設展示温室における外来生物相 

P-14 一澤圭 日本産オオウロコトビムシ類 Lepidosira について 

P-15 須摩靖彦 ニッポントゲトビムシの腹部第 5節の感覚長毛について 

P-16 湯本勝洋 土壌動物の教材化〜オカダンゴムシを使った幼稚園での体験

学習プログラムの実践〜 

P-17 原口岳・長谷川元洋 土壌小型節足動物の同位体分析を目的としたツルグレン装置

の改良 

 

公開シンポジウム「アリとゴキブリ（シロアリ）の生物学」 

5月18日（土） 16：00〜18：00  世話人：唐沢重考・齋藤星耕 

番号 発表者 演題 

S-1 唐沢重考 趣旨説明：アリとゴキブリ（シロアリ）の生物学 

S-2 金城幸宏 ゴキブリ目昆虫における共生系の置き換わり  
S-3 徳田岳 シロアリと腸内微生物による木材消化の仕組み 

S-4 杉尾幸司 コウシュンシロアリ Neotermes koshunensis の生態 

沖縄島を北限に生息する乾材シロアリの群飛や分布の特性 

S-5 吉村正志 蓄積こそが力なり -ヒアリ対策の土台を支えるものたち- 



一般講演（口頭） 

5 月 19 日（日） 9：00〜10：30 

時間 番号 発表者 演題 座長 

9:00-9:15 O-12 岡田浩明 植物寄生性線虫の増殖性を評価するための根箱の使用

条件 

橋本みのり 9:15-9:30 O-13 金田哲 土壌生息性ミミズの飼育法の改良：低温処理効果と培養

土再利用について 

9:30-9:45 O-14 岸本圭子 畦畔管理様式の違いが土壌動物に与える影響 

9:45-10:00 O-15 島野智之 南西諸島から見つかった様々な土壌動物の未記録種

（ゴキブリ類・クモガタ類など） 
伊藤雅道 10:00-10:15 O-16 岸本年郎 小笠原諸島南島の大型土壌動物群集 

10:15-10:30 O-17 唐沢重考 伊豆諸島におけるワラジムシ類の分布 コシビロダ

ンゴムシ相の形成史に注目して 
 

受賞講演 

5 月 19 日（日） 10：30〜 

番号 発表者 演題 

A-1 菱拓雄 トビムシの愛すべき点はどこにあるのか 

A-2 皆越ようせい ミミズに導かれて 
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